
























































































































































































































































物 価 は ま す ま す 上 昇 す る 。
（水溜まりを見て）咋夜、
かなり雨が降っ
た ん だ ろ う 。
判 定 文 は 、
基 本 的 に は 、
文の、




を 布 し て い る 。
そ れ は 、




で あ る 。
そのことを、
③
に つ い て 確 認 し て お !
Jう。
ま ず 、 ③ が い ず れ も 有 題 文 で あ る （ ③ C
は
状 況 陰 題 ） こ と は 言
う ま で も な い が 、
こ れ ら が 連 文 的 な 条
件 に よ っ て 有 題 文 に な っ て
い る の で は な く 、
判断の対象を示すもの
と し て 狐 目 を 有 し て い る
と い う こ と が 重 要 で あ る 。
また、③は、










そ し て 、
③には、
次 の よ う に 確 倍 度 を 示 す 副 詞 が 共 起 す る 。
固 a
きっと













判 定 文 に は 、
右 の よ う な 文 法 的 な 特 徴 が 認 め ら れ
るのであろうか。
こ れ ら は 、




「 判 断 成 立 」 と は 、
判 断 の 対 象 で あ る 迎 目 の 係 り 先 で あ り 、
話 し
手 に お い て 、
判 断 が 成 立 し て い る か 否 か
、成
立 し て い る 楊 合 は ど
の 程 度 の 確 か さ （ 確 信 度 ）
を 伴 っ て い る か 、
といった慈味にかか
わ る カ テ ゴ リ ー で あ る （ 判 断 が 成 立 し て い る か 否
かという
こ と と ｀
その確かさとは、不確かの
極 限 が 判 断 不 成 立 （ 疑 問
文）
で あ る と
いっ
た 意 味 で 、
一 次 元 的 で あ る ） 。












カ テ ゴ リ ー が 存 在 ・ 分 化 し て い る 文 で あ る と 規 定 さ れ
る。
そこで、
① i ③ の 特 徴 を 、
プ ロ ト タ イ ブ の 条 件 と す る こ と が で き る 。
ま た 、










疑 問 文 の 方 向 に 踏 み 出 し た も
の が あ る 。
用 例 を 次 に 諮 げ る 。
⑧ a

















































































































































































































































































































































































































































































トタイプ）ー疑念表出文ー疑問文」という関係の図式を設定することができるのではないかと考えられる。なお、本租で対象とした判断文は、其偽判断 かかわ ものであって、価値判断にかかわるもの(「1ぺ だ」「i ければいけない」「！てもよい」 1た方がよ
い」等）は見ていないが、それらも、プロトタイプか、













































































が 叫叫 。 」 ）
に は 、 夕
































































































戸 外 大 論 叢j 第 三 十 八 巻 第 五 サ三 尾 砂 （ 一 九 四 八 ）





宮 的 和 人 ( - 九 九
l )








門 学 校 紀 股 （ 人 文 科 学 閤 ） 』 第 二 十
七
巻
仁 田 毅 雄 （ 一 九 八 六）








仁 田 義 雄
（ 一 九 八 九
）










の モ ダ リ テ ィ 』 く ろ し お 山 版佐 治圭 三 （ 一 九










な ど に 関 し て





丹 羽 哲 也
（ 一 九
八








問 題 （ 上 ） （ 下 ） 」 「 国 話 国 文




， 田 野 村 忠 温
( - 九 九
0
)







広 島 女 子 大 国 文深 井 一 郎 教 授 退 官 記 念 論文 集
（ 金 沢 大 学 教 育 学 部 国 語 教 室 内
井 一 郎 教 授 定 年 退 官事 業 会
）
富 士 論 叢
（ 宮 士 短期 大 学
）
第 三 十 五 巻 第
一 号
佛 教 大 学 研 究 紀 要
第 七 十 四 号
文 学 研 究 科 論集
（ 国 学 院 大 学 大 学 院
）
第 十 七 号
文学 史 研 究
（ 大 阪 市立 大 学
）
第 三 十 号
、第三十
一号
文 学 論 転
（九州大学教焚部）
第 三 十 五 号
、第 三 十 六 号
文 学論 裕
（ 東 洋 大 学）
第 六 十 四 号
文 芸 研 究 （ 東 北 大 学 日 本 文 芸 研 究 会）
百 二 十 三 集
、第 百 二 十 四 集
文 芸
と 思 想
（ 福 岡 女 子 大 学 ）
第 五 十 四 号
文 芸
と
批 評 （ 文芸 と 批 評 の 会 ）
第 七 巻 第 一 号
、第 二 号
文 芸 沿 叢 （ 大 谷 大 学 ）
杭 三 十 三 号
、坑 三 十 四 号
弘 学 大 語 文





第 十 六 号




研 究 室 受 贈 図 書 囃 誌 目 録囮
花 固 大 学 国 文 学論究
第 十 八 号
阪 大 日 本 詣 研 究




姫 路 独 協 大 学 外 国 語 学 部 紀 要











（ 国 立 新 居 浜 工 業 高 等 耳 門 学 校 講 師
）
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